
掲
示
板

の
う
ぜ
い

▲体験コーナー（天体観望会）
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収
納
率（
現
年
）
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税
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決
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145億
640万円

143億
3063万円

136億
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137億
7396万円

137億
9065万円

145億
640万円

143億
3063万円

136億
5848万円

137億
7396万円

137億
9065万円

納期限までに！

うっかりも滞納！

ゼロ！ 滞納

いつも忘れず
　納めよう！

■市の収入の基本となる税収
　市の収入には、国から交付される補助金や地方交付税、また地方債とい
う借入金などもありますが、最も基本となる収入は、市民税や固定資産税
などといった税金による収入です。
　市の税収が全収入に占める割合は、過去５年間の平均で約４割です。
　この割合が少ないほど、財政基盤が弱くなります。家計で例えるなら、
給料（市税）が少なく、親からの援助（国・県からの支出金）や借金（借入金）
に頼っている状況と言えるでしょう。

■納期限内の納付を
　税収は、平成21年度まで減少していましたが、現在は緩やかな回復傾
向にあります。それでも、法人税などの減少により、平成19年度と平成

23年度を比較すると７億円以上も減少していま
す。
　収納率（現年）は左表のとおりこの５年間、上昇
しています。今後も忘れずに納期限内の納付をお
願いします。

滞納債権対策課　滞納対策係
　　　　☎65-0681　Fax63-4574

問い合わせ

設置者の皆さんへ

貯水槽水道の
適正な衛生管理を

　近年、受水槽内への汚水や油の混入、錆や汚泥の沈
積、ネズミや虫の侵入などを原因とした水質事故が発
生しています。
　受水槽以降の給水施設や水質の適正な維持管理を
お願いします。

　
市
か
ら
給
水
さ
れ
る
水
道
水
の
み
を
水

源
と
し
、受
水
槽
方
式
に
よ
り
ア
パ
ー
ト・

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
飲
料
水
を
給
水
す
る
貯

水
槽
水
道
で
は
、受
水
槽
に
入
る
ま
で
の

水
質
管
理
は
市
が
行
い
ま
す
が
、受
水
槽

以
降
の
水
質
管
理
に
つ
い
て
は
施
設
の
設

置
者
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

貯
水
槽
水
道
の
う
ち
、受
水
槽
の
容
量

が
10
㎥
を
超
え
る
簡
易
専
用
水
道
に
つ
い

て
は
、水
道
法
で
管
理
基
準
が
定
め
ら
れ
、

年
１
回
の
定
期
検
査
と
受
水
槽
の
清
掃
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、10
㎥

以
下
の
小
規
模
貯
水
槽
水
道
に
つ
い
て

も
、簡
易
専
用
水
道
の
管
理
基
準
に
準
じ

た
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
上
水
道
課　
給
水
係

　
　
　
　
　
　
☎
８
６
‐
８
０
１
６

　
　
　
　
　
　
Fax
８
６
‐
８
３
９
０　

問
い
合
わ
せ

　
彦
根
地
方
気
象
台　
防
災
業
務
課

　
☎
０
７
４
９
‐
２
２
‐
６
１
４
２

　
Fax
０
７
４
９
‐
２
３
‐
３
８
７
３

　
気
象
庁
は
、３
月
７
日
か
ら
改
善
し
た
津
波

警
報
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
巨
大
地
震
の
発
生
に
よ
り
東
日
本
大
震
災
級

の
津
波
を
予
想
し
た
場
合
、大
津
波
警
報
に「
巨

大
」と
い
う
言
葉
を
用
い
て
発
表
し
ま
す
。

　
海
岸
付
近
に
出
か
け
て
い
る
と
き
に「
巨
大
」

と
い
う
言
葉
を
見
聞
き
し
た
と
き
に
は
、最
大

限
の
避
難
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、海
岸
付
近
で「
強
い
揺
れ
」「
長
く
ゆ
っ

く
り
と
し
た
揺
れ
」を
感
じ
た
場
合
も
、直
ち
に

安
全
な
場
所（
高
台
や
避
難
ビ
ル
）へ
避
難
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
は
、自

ら
の
判
断
で
避
難
し
て
、命
を
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

※�

詳
し
い
内
容
は
、気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、検
索
サ
イ
ト
で「
津
波
警
報
が
変
わ

り
ま
す
」と
入
力
し
、そ
の
リ
ン
ク
先
に
移
動
し
て

く
だ
さ
い
。

３
月
７
日
か
ら

津
波
警
報
が

変
わ
り
ま
す

～
海
岸
に
出
か
け
る
と
き
は

津
波
の
備
え
を
～

 

公
募
し
た
平
面
、工
芸・立
体
、書
、写
真
の
4
部
門
の
入
賞・入
選
作

品
を
展
示
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期
／
2
月
23
日（
土
）～
3
月
3
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
（
2
月
25
日（
月
）は
休
館
）

●�

会
場
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル（
書
、工
芸・立
体
部
門
）

　
　
　
　
碧
水
ホ
ー
ル（
平
面
、写
真
部
門
）

●
開
館
時
間
／
9
時
～
17
時（
た
だ
し
3
月
3
日（
日
）は
16
時
ま
で
）

※
入
場
無
料

●
日
時
／
3
月
3
日（
日
）10
時
～
15
時
30
分

●
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
、甲
賀
創
健
館
お
よ
び
周
辺

●
内
容
／�

体
験
コ
ー
ナ
ー（
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ト
ラ
ッ
プ
、凧
づ
く

り
、あ
い
さ
つ
フ
ァ
イ
ル
、天
体
観
望
会
な
ど
）、展
示
コ
ー

ナ
ー（
写
真
、書
道
、手
芸
な
ど
の
作
品
ほ
か
）、ス
テ
ー
ジ
発

表（
ダ
ン
ス
、舞
踊
な
ど
）、試

食・販
売
コ
ー
ナ
ー 

な
ど

ま
な
び・た
い
け
ん
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３ 
in 

か
ふ
か

第
８
回 

甲
賀
市
美
術
展
覧
会 問

い
合
わ
せ

　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

　
　
☎
８
８
‐
４
１
０
０

　
　
Fax
８
８
‐
５
０
５
５

問
い
合
わ
せ

　
甲
賀
市
美
術
展
覧
会
実
行
委
員
会

　
事
務
局：文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興
係

　
（
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
内　
月
曜
休
館
）

　
☎
６
２
‐
２
６
２
６　
Fax
６
２
‐
２
６
２
５

提
出
先・問
い
合
わ
せ

　
政
策
推
進
課　
交
通
政
策
係

　
〒
５
２
８-

８
５
０
２　
水
口
町
水
口
６
０
５
３
番
地

　
☎
６
５
‐
０
６
７
２　
Fax
６
3
‐
４
５
５
４

　

E メールkoka10041000@
city.koka.lg.jp

甲
賀
市
公
共
交
通
活
性
化
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、公
共
交
通
と
連
携
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
す
た
め
、「
甲
賀
市
公
共
交
通
活
性
化
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
推
進
計
画（
案
）」を 
甲
賀
市
公
共
交
通
活
性
化
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
に
お
い
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

 

こ
の
た
び
、こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
、そ
の
内
容
を
公
表
し
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
期
間

　
２
月
15
日（
金
）～
３
月
16
日（
土
）の
30
日
間

◎
公
表
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、政
策
推
進
課（
水
口
庁
舎
）、旧

支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー（
土
山・甲
賀
大
原・甲
南
第
一・

信
楽
）に
配
置

◎
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　
市
内
に
在
住・
在
勤・
在
学
の
方
／
市
内
に
事
業
所
、事
務

所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
、そ
の
他
団
体
／
本
市
に
対

し
て
納
税
義
務
が
あ
る
個
人
お
よ
び
法
人
、そ
の
他
団
体

◎
意
見
の
提
出
方
法

　
住
所
、氏
名
、電
話
番
号（
市
外
在
住
で
市
内
勤
務
の
方
は

勤
務
先
、市
内
在
学
の
方
は
学
校
名
）、意
見
の
あ
る
ペ
ー
ジ

番
号
な
ど
を
明
記
の
う
え
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
意
見
の
回
答
に
つ
い
て（
公
表
）

　
ご
意
見
い
た
だ
い
た
内
容
は
、回
答
と
合
わ
せ
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　信楽町にお住まいであった、（故）北
きたむらしょうぞう
村昭三さんの遺言

により、このたび市の図書館充実のために、２億６千２百
万円余りのご寄付をいただきました。
　北村さんは生前、地域の図書館をよく利用され、本をこ
よなく愛されていたことにより、図書をはじめ、読書環境
の充実を図ることで多くの市民の皆さんに図書館を利用

していただきたいとの熱い思いによりご寄付いただいた
ものです。
　市では、（故）北村さんのご遺志を大切に受け止め、この
寄付金を計画的、適正に管理するために「甲賀市図書館振
興北村昭三基金条例」を平成24年12月に制定して管理す
ることとしました。
　今後は、この基金を毎年、計画的に使用させていただ
き、市内図書館の図書などの充実を図っていくことで北
村さんの思いに応えさせていただきたいと思います。

〈水質事故の原因〉

図書館充実に寄付

22013.2.15平成25年2月15日3 2013.2.15 平成25年2月15日


